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司
祭
　
ペ
テ
ロ　

中
原
康
貴

「
す
べ
て
の
造
ら
れ
た
も
の
に
福
音
を
宣
べ
伝
え
な
さ
い
」

「
す
べ
て
の
造
ら
れ
た
も
の
に
福
音
を
宣
べ
伝
え
な
さ
い
」

　

昨
年
、
わ
た
し
た
ち
は
フ
ォ
ス
、

プ
ラ
ン
マ
ー
両
司
祭
の
来
神
を
記

念
し
て
、
神
戸
教
区
宣
教
１
４
０

年
を
祝
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
神

戸
開
港
１
５
０
年
と
し
て
、
様
々

な
催
し
が
神
戸
の
各
地
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
そ
の
神

戸
港
に
最
初
に
遣
っ
て
き
た
聖
公

会
の
宣
教
師
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

F
・
ワ
レ
ン
司
祭
で
し
た
。

　

ワ
レ
ン
司
祭
は
キ
リ
ス
ト
教
禁

令
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
た
１
８
７

３
年
の
12
月
に
来
日
し
、
神
戸
の

居
留
地
に
入
り
ま
し
た
が
、
一
ヶ

月
後
、
日
本
人
が
よ
り
多
く
住
む

大
阪
の
居
留
地
に
移
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ワ
レ
ン
司
祭
は
神
戸

居
留
地
に
住
ん
で
い
た
英
国
人
の

た
め
に
、
月
二
回
、
神
戸
に
や
っ

て
き
て
ユ
ニ
オ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
（
超

教
派
の
教
会
）
で
祈
祷
書
に
よ
る

礼
拝
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で

し
た
。
そ
し
て
、
１
８
７
６
年
９

月
21
日
、
神
戸
に
遣
っ
て
き
た

フ
ォ
ス
、
プ
ラ
ン
マ
ー
両
司
祭
は
、

ま
ず
ワ
レ
ン
司
祭
か
ら
ユ
ニ
オ

ン
・
チ
ャ
ー
チ
で
の
礼
拝
を
引
き

継
ぎ
、
日
本
語
の
習
得
に
励
み
ま

し
た
。

神
戸
教
区
、
最
初
の
受
洗
者

　

日
本
語
の
習
得
は
英
米
の
宣
教

師
た
ち
に
と
っ
て
、
他
の
言
語
と

比
べ
る
と
非
常
に
困
難
な
こ
と

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
彼

ら
は
来
神
の
翌
年
に
下
山
手
通
の

住
居
に
移
り
住
み
、
そ
こ
の
蔵
を

改
装
し
て
チ
ャ
ペ
ル
と
し
、
聖
バ

ル
ナ
バ
日
（
６
月
11
日
）
に
献
堂

し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
フ
ォ
ス
、

プ
ラ
ン
マ
ー
両
司
祭
は
共
に
リ

ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会

で
働
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
日
を

選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

献
堂
式
後
に
迎
え
た
最
初
の
主
日

礼
拝
で
、
フ
ォ
ス
司
祭
は
マ
ル
コ

福
音
書
16
章
15
節
か
ら
初
め
て
日

本
語
で
説
教
を
し
ま
し
た
。

　

三
ヶ
月
後
、
東
京
で
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
B
・
ラ
イ
ト
司
祭
（
１
８
７

３
年
に
来
日
）
か
ら
洗
礼
を
受
け
、

同
司
祭
の
伝
道
を
手
伝
っ
て
い
た

水
野 
功
が
来
神
し
、
フ
ォ
ス
司

祭
ら
を
助
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
わ
ず
か
二
ヶ
月
後

の
１
８
７
７
年
11
月
26
日
に
最
初

の
洗
礼
式
が
行
わ
れ
た
の
で
し

た
。
ち
な
み
に
、
ワ
レ
ン
司
祭
が

最
初
に
洗
礼
式
を
行
っ
た
の
は
１

８
７
６
年
６
月
25
日
で
、
来
日
し

て
二
年
半
、
日
本
語
の
礼
拝
を
始

め
て
一
年
半
後
の
こ
と
で
す
。

　

１
４
０
年
前
、
最
初
に
洗
礼
を

受
け
た
の
は
「
岩
田
政
親
」
と
い

う
青
年
で
、
フ
ォ
ス
司
祭
の
日
本

語
教
師
で
し
た
。
フ
ォ
ス
司
祭
は

彼
か
ら
熱
心
に
日
本
語
を
習
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
フ
ォ
ス
司
祭
は

熱
心
に
日
本
語
を
学
び
な
が
ら
、

い
つ
の
間
に
か
彼
に
福
音
を
伝
え

て
い
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
フ
ォ
ス
司
祭
は
第
二

代
大
阪
地
方
部
主
教
と
な
り
、「
聖

歌
集
の
父
」
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
今
も
多
く
の
人
に

愛
さ
れ
て
い
る
文
語
訳
聖
書
の
翻

訳
委
員
と
し
て
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書

等
も
翻
訳
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ス
主

教
が
こ
の
よ
う
に
日
本
語
に
熟
達

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
も
ち

ろ
ん
主
教
自
身
が
持
っ
て
い
た
才

能
も
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は
ま
だ

数
少
な
か
っ
た
日
本
人
の
友
・
岩

田
政
親
に
「
福
音
を
伝
え
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
早
く
日
本
語
を
習

得
し
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
後
も

「
一
人
で
も
多
く
の
日
本
人
に
福

音
を
伝
え
た
い
」
と
願
っ
て
い
た

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
音
の
噂
話

　

初
代
教
会
時
代
、
教
会
は
ロ
ー

マ
帝
国
下
に
お
い
て
厳
し
い
立
場

に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
減
る

ど
こ
ろ
か
、
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
し
て
増
え
た
の
か
と

い
う
と
、
パ
ウ
ロ
や
ア
ポ
ロ
の
よ

う
な
名
文
筆
家
や
名
説
教
家
が
地

下
教
会
で
活
躍
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
あ
な
た
知
っ
て
る
？

聖
書
に
は
『
神
様
は
わ
た
し
た
ち

を
愛
し
て
い
る
。
何
が
あ
っ
て
も

わ
た
し
た
ち
と
共
に
い
る
』
と
あ

る
ん
で
す
っ
て
。
わ
た
し
、
そ
れ

聞
い
て
嬉
し
く
て
…
実
は
今
度
、

洗
礼
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
の
‼

誰
に
も
言
っ
ち
ゃ
ダ
メ
よ
」
と
多

く
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
た
ち
が
洗
濯

場
や
市
場
で
噂
話
を
し
て
い
た

こ
と
が
原
因
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
福
音
の
噂
話

が
親
し
い
友
人
か
ら
親
し
い
お

客
さ
ん
、
そ
し
て
商
人
に
伝
え
ら

れ
、
広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
わ

け
で
す
。＊　

　

＊　
　

＊

　

福
音
を
宣
べ
伝
え
る
際
に
、
ま

ず
問
わ
れ
る
の
は
、「
自
分
の
信

仰
は
他
人
に
伝
え
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
も
の
か
？
」
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

実
に
わ
た
し
た
ち
の
信
仰
は
、
本

来
「
伝
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」

も
の
な
の
で
す
。

主
の
言
葉
は
、
わ
た
し
の
心
の
中

　
骨
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て

火
の
よ
う
に
燃
え
上
が
り
ま
す
。

押
さ
え
つ
け
て
お
こ
う
と
し
て

　
わ
た
し
は
疲
れ
果
て
ま
し
た
。

わ
た
し
の
負
け
で
す
。

（
エ
レ
ミ
ヤ
20
･
９
）

（
神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
牧
師
・

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
副
牧
師
）

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

祝
　
　
洗
　
　
礼

ご
　
　
逝
　
　
去

ご
　
　
逝
　
　
去

教
　
籍
　
移
　
動

祝
　
　
堅
　
　
信

初
　
　
陪
　
　
餐

祝
　
　
聖
　
　
婚

岩田 政親

６
月
４
日（
日
）

　

ミ
カ
エ
ル　

三　

輪　

光　

平

姫
路
顕
栄
教
会

５
月
28
日（
日
）　

　

リ
デ
ィ
ア　
岡　

田　

香　

奈

　

マ　

リ　

ア　

岡　

田　

茜
紀
子

神
戸
昇
天
教
会
　

４
月
16
日（
日
）

　

ジ
ャ
ン
ヌ　

横　

畑　

来　

望

高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会

５
月
28
日（
日
）

　

ヤ　

コ　

ブ　

武　

田　

龍
二
郎

　

エ
リ
ザ
ベ
ツ　

武　

田　

千　

鶴

神
戸
昇
天
教
会

６
月
４
日（
日
）

　

ミ
カ
エ
ル　

三　

輪　

光　

平

姫
路
顕
栄
教
会

５
月
20
日（
土
）

司
祭 

セ
バ
ス
チ
ャ
ン浪　

花　

朋　

久　

　

セ
シ
リ
ア　

井　

原　

由　

紀

（
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
）

於
：
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂

５
月
６
日（
土
）

　

ベ
タ
ニ
ア
の
マ
リ
ア

　
　

村　

上　

幸　

子　

岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

　

５
月
20
日（
土
）、
磯
晴
久
管
理
主

教
司
式
の
も
と
、浪
花
朋
久
司
祭
（
浜

田
基
督
教
会
副
牧
師
）
と
井
原
由
紀

姉
（
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
信
徒
）
の

聖
婚
式
が
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
区
内
外
か
ら

多
く
の
方
々
と
お
二
人
の
ご
友
人
た

ち
な
ど
。
約
３
０
０
名
が
お
と
ず
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
二
人
の
門

出
を
祝
い
ま
し
た
。（
竹
内　

記
）

浪
花
朋
久
司
祭
・
井
原
由
紀
姉

祝
！
ご
聖
婚
! !

３日
３日
７日
９日
14日
17日
17日
18日
20日
25日
27日

伝道師
司　祭
宣教師
宣教師
司　祭
司　祭
伝道師
司　祭
司　祭
宣教師
司　祭

益田喜代吉
ス ワ ン
ウ ー レ イ
トンプソン
ジャクソン
古 本 正 夫
野 田 璞 水
関 翊
末 吉 時 信
リットソン
村 瀬 敬 輔

シドニー
エミー

E
ピーター
パウロ

ヨハネ
エリザ
ダミアン

日時　2017年８月３日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　司祭　小南　晃
説教　司祭　中原　康貴

＊８月の記念逝去教役者

８月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

ま
さ
ち
か

５
月
17
日（
水
）

　
ク　
ラ　
ラ　

  

伊　

東　

敏　

子

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

５
月
18
日（
木
）

　

パ
ト
リ
ッ
ク　

 

澁　

谷　

勝　

康

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

６
月
１
日（
木
）

　
ヨ　
ハ　

ネ　

  

太　

田　

育　

秀

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

５
月
１
日
（
月
）

　

エ
リ
ザ
ベ
ス　

武　

藤　

眞
知
子

　

セ
バ
ス
チ
ャ
ン　
大　

和　

慎　

吾

日
本
同
盟
基
督
教
団

播
磨
キ
リ
ス
ト
教
会
よ
り

明
石
聖
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会
へ

広島平和礼拝2017のご案内
『ともに学び、行動し、祈ろう。そして一歩前へ。』

＊お問い合わせは、広島平和礼拝実行委員会事務局　広島復活教会（082-227-1553）実行委員長　長田司祭まで

おもなプログラム

８月５日（土）
9：30　碑巡り
11：00　受付・昼食
12：45　被爆証言
14：45　ブレーク、分かち合い
16：10　軽食・移動
17：30　祈りのつどい、
　　　　平和行進など（平和公園）

８月６日（日）
6：15　原爆死没者慰霊行事
8：00　朝の礼拝（平和記念礼拝）
　　　 ※ 8：15に黙祷
10：30
　広島原爆逝去者記念聖餐式
　司式・説教：日本聖公会九州教区
　　　　　　　武藤 謙一 主教

場　所：広島復活教会ほか
講師紹介：益田　遙 さん　プロフィール
1934年広島市で生まれる。11才の時、原爆を32km
離れた疎開先で体験する。両親と兄が被曝。広島大学
教育学部音楽科を卒業後、高校教員を18年務めた後、
広島文化女子短期大学（現広島文化学園）音楽科に赴
任し、声楽・合唱を担当した。広島県第１号の助産師
益田小蝝（こえん）さんを母に持ち、旧制広島第二中
学校（現広島観音高等学校）１年生全滅の記録を基に
した「レクイエム　碑」を広島観音高校音楽部の教え
子たちと平和を願って歌い継ぐことをライフワークの
一つとされている。

―『小さな群れよ、恐れるな。あなたがたの父は喜んで神の国をくださる』― （ルカによる福音書12：32）

広島平和礼拝の目的
１．原爆犠牲者を追悼し、世界平和のために祈る。
２．次代を担う人たちに原爆の悲惨さ・戦争の愚かさを伝える。
３．「主の平和」を学び、その実現のために活動する。


